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一直線に並んでおり、これを図 2 のように 45°ずつ回転させて通風を行うことにより全圧の面計
測を行った．得られた全圧より、以下の式を用いて流れのマッハ数 M を求める． 
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図 2 に設計マッハ数 2 のノズルによる流れのマッハ数空間分布測定結果を示す．横軸は計 7 点
の圧力計測孔の位置を中心の圧力計測孔からの距離として示してある．全データを平均化して得
られるマッハ数は 2.02 であり、面内でのマッハ数のばらつきは 0.014 であった．同様に、設計マ
ッハ数 4 のノズルによる流れのマッハ数空間分布測定結果を図 3 に示す．全データを平均化して
得られるマッハ数は 3.93 であり、面内でのマッハ数のばらつきは 0.052 であった．図３にはデー




図 2：設計マッハ数 2 のノズルによる流れ 図 3：設計マッハ数 4 のノズルによる流れ 
  














ノズルでは 2.02±0.014，設計マッハ数 4 のノズルでは 3.93±0.052 であることが分かった．また，
大気の絶対湿度とマッハ数の相関を調査したが，今回の実験ではこれらの間に有意な相関関係は
見られなかった． 
 絶対湿度とマッハ数の間に有意な相関関係が見られなかった理由について，今回は全圧を計測
しており，全圧計測孔前方に発生する衝撃波により水蒸気の凝縮の効果が打ち消されてしまった
ことが考えられる．この点については引き続き調査することとしたい． 
 
